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太Åとの協餞による思春期の屠場所作りに参加した  

7名のピアの変化とをの要因   

久佐欝 覿埋串宮本 聾者＊＊田上 民乎＊＊＊  

萩原 ひとみ＊＊＊＊興囲 予桟乎＊＊＊＊ 名原 籍晋＊  

要  旨   

平成15年から開始した熊本県有明地域の町の保健室「イコイバ」は町の一角にあり、  

大人と若者が協働し、思春期の子ども達に出会いの場を提供すると共に、ワークショ  

ップや学習会を開き、情報や自分自身を見つめる機会を提供している。  

この論文の目的は、イコイバ活動にピア・カウンセラーとして参加している7名の大  

学生の活動開始後半年間を振り返り、彼らの変化とその要因を活動との関連から明ら  

かにし、思春期保健の方向性を考察する事である。   

方法は、7人のピアの自己評価をもとにインタビューを行ない、活動後の変化項目  

と変化に影響を及ぼした要因、イコイバの特徴的な4つの活動領域との関連を明らか  

にした。   

その結果、ピアの変化は、対自己に対する変化と対他者に対する変化に二分され、  

対自己に対する変化は、「自分を振り返る力」「疑問を持ち深く考える力」に、対他者に  

対する変化は「聴く力」「言う力」「出会いへの積極性」に見られた。それらの変化を  

もたらした要因には、「出会いと交流」「聴いてくれる雰囲気やルールのもとでの安心  

した語り合い」「心と心の深いつながり」が上げられた。活動領域別に見ると、専門職  

との協働は「出会いと交流」の機能を果たし、ピアが現在と未来を結びつけて考える機  

会を提供していた。ワークショップは「聴いてくれる雰囲気やルールのもとでの安心  

した語り合い」の機能を果たし、自分を見つめる時間と空間を提供していた。さらに  

高校生の相談活動は、ピアが学び発見した事を実践する場となっていた。   

以上のことから、大人との協働による居場所作りは、ピアの内面を広げ、対人能力  

を変化させ、未来への方向性を考えさせる活動である事が示唆された。  

キ由ワ匝ド：大人と若者の協働、居場所作り、ピア活動、対自己への変化、対他者へ  

の変化  

設されてからは地域経済の活性化のもと、草  

道の整備や青少年が利用しやすい商店が増  

え、子ども達を取り囲む環境が変化している。  

そのような中で平成15年から始まった第4次  

保健医療計画は、最重点課題に思春期保健間  

1．はじめに   

熊本県有明保健医療圏（以下有明地域とす  

る）は熊本県の北部に位置し、二市八町を擁  

する人口18万人の地域で熊本市に次ぐ人口規  

模を有している。平成11年に管内に大学が新  

＊ 九州看護福祉大学者護福祉学部看護学科 ＊＊ 九州看護福祉大学研究科  

＊＊＊熊本県看護協会有明支部  ＊＊＊＊熊本県有明保健所  
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題を取り上げ取り組んでいるt）。その主要事  

業の一つに、玉名市の駅前商店街の空き店舗  

を利用した常設の町の保健室「イコイバ」が  

ある。この事業は今後もさらに進むと思われ  

る少子高齢社会に向けて、将来を担う若者の  

心と身体を育てる地域づくりを目指して熊本  

県看護協会が始めたもので、平成15年度は日  

本看護協会から「町の保健室モデル事業」の  

指定を受けている。運営は行政を調整役に、  

保健師・看護師・助産師を含む地元看護協会  

会員有志と、看護福祉学科を持つK大学「ピ  

ア・カウンセリングサークル」の学生が協働  

で担っている。   

思春期保健事業への若者の参加は、「健や  

か親子21」で厚生労働省も推奨しており2）、  

全国的に多くの地域が若者の参加を試みてい  

る3）～5）。しかし、有明地域の活動は、他に  

ほ見られないいくつかの特徴をもっている。  

一つは多くの地域が若者による移動型のピ  

ア・エデュケーション活動を主体にしている  

6）…8）のに比較し、有明地域は誰でも出入り  

自由な常設の空間を活動の中心に据えてい  

る。前者を移動教室型とすれば、後者は定住  

居場所型とでも例えることができよう。平日  

の夕方から夜にかけて（16時～20時）毎日開宣  

している。二つ日はその道営を七学生のみな  

らず専門職が協働していることである。毎日  

1～2名の専門職と学生が当番で入り来室者  

の話し相手やその日の活動記録等日常の活動  

はもちろん、運営会議も合同で実施している。  

看護職者の中には親の立場を持つ者も多く、  

ピアと専門職と言う関係のみならず、親子の  

立場での交流も展開されている。   

平成11年に出された青少年問題審議会答申  

は、21世紀の青少年育成に関する具体的提言  

の中で、青少年を育成する環境は地域一定エ  

リア内での関係機関のまとまりの中で、青少  

年が多様な人間関係、自然体験、社会体験等  

をする場を準備する事だと述べている9）。 

コイバは若者たちにとってまさにこのような  

可能性を秘めた事業といえよう。常設の場の  

維持と立場の異なる者による協働事業は思考  

錯誤の繰り返しで、一定の形態が整うまでに  

は時間もかかる。しかし、イコイバという一  

定の場所を地域の中に占めたことは、組織や  

世代を超えた者がそこで出会い、立場や意見  

の違いを超えて思春期問題を考える場が出来  

たことを意味する。   

この論文では、活動に参加する18才～23才  

の大学生、大学院生（以下ピアとする）の活  

動開始後6ケ月間の変化を整理し、大人と協  

働して思春期問題に取り組むピアの成長とそ  

の要因を明らかにした。彼らはスタッフであ  

ると同時に、思春期（10代）または思春期を  

終えたばかりの人達で、彼らの発言や変化を  

明らかにする事は思春期の問題の方向性を考  

えるきっかけになると思われる。  

2．イコイバ活動の概要   

イコイバは平成15年5月に始まった事業  

で、閉塞から半年間の歩みを表1に示した。  

登録ゼアは約30名程いるが実習等でそれぞれ  

のメンバーの活動量は異なり、核になるメン  

バー10名前後が中心となり活動している。ピ  

ア・カウンセラーになる資格は現時点では特  

に無く、登録後日常活動の中でピア・カウン  

セラーとしての力をつけていけるシステムを  

模索している。そのために重視している事と  

して、専門職との協働体験、ワークショップ  

の企画・参加体験、高校生の相手をする日常  

活動体験、学習・研修会への参加体験の4つ  

がある（以下この4つを活動領域とする）。  
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轟7．イヨイバ活動 廓半年間の概要凶  

活 動 状 況  

日 時  来所  イコイバ関連活動   中高生 来所致  ピア 来所数  専門磯 来所数  その他   者合計   
備  考  

月 3．19   町の保健室第1回準備会議  

4  サークル部員4名参加。  

月   ク  ク   

5．6  第1匝Ⅰ合同スタッフ会議   部員3名参加  

5  県知事と懇談  8  38  8  8  54  
月  

学生が担当できない時間帯を専門職  
5．19   閉  塞   

が補う形で活動始まる。  

6．3  第1回スタッフ勉強会   

6  

月  
27  115  16  36  194  

6．25  第2回合同スタッフ会議  
専門職の当番制開始、協働体制が始  
まる。   

フリーマーケット   
イコイバの宣伝企画。収益はイコイ  

7．2  
バ会計へ。  

7  
パーティー＆ワークショップ  

15  53  30  25  123      7．6   （第1回）「最近恋愛どう？」  
学生企画の初ワークショップ  

月  

7．8  第3回スタッフ勉強会  

7．15  第4回スタッフ勉強会  

ワークショップ（第2回）   保健所との合同企画・運営。参加者  

8  

8．5～6  21名、ピア12名  

月  
26  53  33  45  157  

ワークショップ（第3回）  
8．26  

「音楽と語りの夕べ」  

9．6～7   合  宿   

9．8   外部研修  5名参加（安積遊歩）  

9．20  
9  外部研修  1名参加（居場所フォーラム）  

月  
40  84  36  32  192  

ワ」クショップ（第4回）  高校生2人のファシリテ一夕ー  
9．24   「エイズと私達の未来」  

生き方の学習  講師：金融広報アドバイザーテーマ  

9．27      学校イコイバ（第1回）  「若者と多重債務」   

10  大学祭で一部屋を借りてイコイバを  

月   
大学祭参加   

37  103  59  24  223   設置   

＊イコイバ関連活動の概要  

保健所を調整役に県看護協会役員、地元看護協会員、ピアが合同で開く道営会読（1回／2ケ月）   

ピアの意識を育成するために行った勉強会、9月以後学校イコイバと合体、外部研修も活用している。   

地域の若者や来室者を対象にピアが中心に企画運営する参加型の学習交流会（不定期）  

試みで開始しているもので、地域の若者を対象に生きるために必要なスキルを学ぷ参加型の学習会  
専門家が企画してピアと合同で道営する（不定期）  

毎週金曜日、ピアのみでイコイバの道営を話し合う会議   

ピアが交流や遊びを目的に開くもの（フリーマーケット合宿十パーティー等）  

合同スタッフ会議   

スタッフ勉強会  

ワークショツフ  

学校イコイバ  

先例ピア会議  

イベント  

毎週月～金曜日 夕方4時～即寺  
専門職と学生のダブル当番制（調整は保健所）  

＊開室時間  

＊開室方法  
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（2）調査方法：方法1で作成した変化項  

目（表2）と変化の要因（表3）を示し、  

その中で自分自身にも当てはまる項  

目を選び、あらかじめ準備しておい  

た4つの活動領域と時間軸を書いた  

図に選んだ項目を貼り、活動開始か  

ら10月までの自分自身の変化の関連  

図を作成してもらった。  

（3）関連図の確認と内容の分析：地図を  

見ながら変化のカードとその要因が  

4つの活動領域とどう関連している  

か研究者が学生にインタビューしな  

がら一緒に分析した。さらに日を改  

めて、研究者がまとめた関連図を学  

生に示し再度確認し修正した。  

3）倫理的配慮   

調査1は、助成事業団体としての活動評  

価も兼ねて実施された。活動への地域社会  

の理解を得るために結果が公開されること  

はピアも了解している。調査1で特に配慮   

したことは、調査に参加するピアが自分達  

で活動の成果を確認し次の課題が見えるよ  

うに、データーの抽出と内容の確認をその  

場で一緒に行なった。調査2の対象者には、  

事前に個人情報を論文に掲載する許可を取   

り、面接結果の再確認が取れなかった学生  

1名の記録は今回資料から削除した。  

3。研究方法   

今回の研究では調査を2回に分け実施し  

た。1回目の調査はピアの変化とその要因を  

抽出するために、2回目の調査はそれぞれの  

変化が4つの活動領域のどれとより結びつい  

ているかを明らかにするために実施した。  

1）調査1「活動開始半年後のピア・カウン  

セラーの変化とその要因の抽出」   

（1）日時及び対象：平成15年9月25日に、  

承諾の得られた7名のピアを対象に  

実施した。   

（2）調査方法：5ケ月間を振り返って活  

動がもたらした自己の変化を、「意  

識・認識・価値観」と「態度・行動」  

に分けて各自がカードに記入し（カ  

ード化）、グループ内で同じ意味の  

カードを集め島を作った（グルーピ  

ング化）。グループ内で話し合い各  

島に集められたカードを参考に、島  

に集められたピアの変化を20文字前  

後の文章で表現してもらった。仝貞  

で文章化した変化項目を確認した  

後、それらの変化を引き起こした要  

因を各自思いつくだけカード化し、  

同じようにグルーピング化して、文  

章化した（その結果導き出されたも  

のを以後「変化の要因」とする）。  

（3）変化項目の分析：研究者3名で変化  

項目を、「対自分に対する変化」と  

「対他者に対する変化」の2項目に  

分け、さらに感情・態度・認識の3  

領域に分類した。  

2）調査2「変化項目と4つの活動領域の関   

連の明確化」  

（1）日時及び対象：平成15年11月25日～  

27日にかけて、活動当初から活動し  

承諾の得られた学生3名に面接調査  

を実施した。  

4．結 果  

1）「活動開始半年後のピア・カウンセラ   

ーの変化とその要因」   

調査の結果、16の変化項目（表2）と、9  

の変化の要因（表3）があげられた。   

変化項目を2カテゴリー 3領域で整理し  

たものが表4である。対自分に対する変化で  

半数（4名）以上の者が上げた内容を見ると、  

感情領域より態度や認識領域に変化が多く見  

られた。特に多かったものは「自分を振り返  
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る力」、「疑問を持ち深く考える力」の変化で  

あった。   

対他者に対する変化では、どの領域にも半  

数以上の者が上げた項目が見られ、特に多か  

ったのは「聴く力」「言う力」「出会いへの積  

極性」の変化であった。   

そのような変化を起こした要因を見ると、最  

も多かったのが「出会いと交流」で、その他半  

数以上の者が上げた項目として「聞いてくれ  

る雰囲気やルールのもとでの安心した語り合  

い」「心と心の深いつながり」等があった。少  

数意見を見ると「自分を振り返る、見つめる  

時間と空間」「認められている実感」「人の優  

しさ」「知識」「感じる心」「笑顔」等があった。  

衰2。活動参加によるピアの意識。認識。態度・行動の変化願言数）N＝7  

G心の痛みや押し殺してきた悩み・不安、自分が   
求めていたものが見えてきた（4）  

A 自分を振り返る力がついてきた（7）  

1自分のことを尉ノ返る自分がいることに気づいた  

2 自分と向き合えていなかった自分に気づいた  

3 自分について考えることがで者るようになった  

4 少しづつ、自分と向き合うことができるようになった  

5 自分と向き合うようになった  

6 日々の振り返りを貰己録するようになった  

7 自分の生き方を考えるようになった  

1 自分が気づかなかった 自分の痛み・心の備に気づいた  

2 私は話を闘いて欲しかったんだと気づいた  

3 押し塘していた悩みや不安が見えてきた  

4 居場所をはしがっていた自分に気づいた  

人を見る目が変わり，人を好割こなり、人に対する  
信頼感が生まれてきた（4）  他人の話をゆっくり鼻剣に聴く力がついてきた  

（6）  1 以前は自分と適う考えや行動を冷たい目で見ていたような気がする。自分とは   
遣う人間だから分かり合えないと思っていたが人を見る目が変わってきた。  

2 人（大人など）を好きになった  

3 どんな人でも自分の思いを素直に伝えれば．わかってもらえるのではないかと  
思うようになった。  

4 人は経でも、皆パワーを持っていることに気づいた  

1他人の拓を輿剣に開くことができるようになった  

2 人の諸を開けるようになった  

3 少しずつ、自分ばかり話すのではなく開くほうに回れるようになった  

4 人の話をゆっくり開くことができるようになった  

5 人の話を開くようになった  

6 人の話が開けるようになった  

暮 人の話を聞きたいと思うようになってきた（3）  
なぜと疑問を待ったり，物事を深く考えるように  
なった（6）  

1他人の話をすごく聴きたいと思うようになった  

2 人の諸を聞くのが好きになった  

a 親と話すようになった  1 なぜ？と少し考えるようになった  

2 一つ一つの執こ対して深く考えるようになった  

3 人の拓を深く考えるようになった  

4 物車について深く考えるようになった  

5 今まで当たり前だと思ったことがそうじゃないことに気づいた  

6 深く考えることも。いろいろ‥・今まで気づかなかったことに対し   
て気づくようになった  

J涙がよく出るようになった（3）  

1 涙もろくなった  

2 涙がよく出るようになった  

3 涙もろい自分に気づいた  

他者に対して、自分の思いや意見を言えるよう  
になってきた（5）  

K 色々な人と話すのが楽しくなってきた（2）  

1 色々な人と話すことが少し楽しくなった  

2 高校生と話すのが楽しくなった  
1 自分の思いを貰えるようになった  

2 人前に立てるようになった  

3 手を上げて自分の意見、話が少しできるようになった  

4 自分の考えや思いを少しずつだけど語れるようになった  

5 私はよく語るようになった  
L 心に敏感になってきた（2）  

1 心を大切にするようになった  

2 自分の心が変わった  
かり，人と出会うことに舶  

M 自分を好きになってきた（2）  
1出会いが寮庭如こ感じるようになった  

2 人との出会いが大切だということがわかった  

3 苦手だった人との出会いが爵近では楽しくて好きになった  

4 沢山の人との出会いがあって、沢山の考えがあるということを改めて   
気づいた  

5 人との出会いに欄極的になった  

1 自分のことが煙いじやなく、好きになろうとしている（何か変わったかも）  

2 自分を好きになれる気がしてきた  

N 他人の諸に共感するようになってきた（2）  

1 他人の諸に白熱こ共感している自分に気づいた  

2 人の括を開いて、共感する心を持つようになった  

F 自分の考えや表現能力の不足に気づいてきた（5）  

0 自分の存在が自分の中で膨らんできた（1）  1今まで人見知りだと思っていたけど実はそうではなく、人前で発褒す   
るのが苦手なんだと気づいた  

2 自分の思いを言葉で表現することが下手な挙に改めて気づいた  

3 考えるカが短い酎こ気づいた。（深く一つの事を考える車が無かった。   
閉りから貰われる串をしていたから．考える必要が無かった。）  

4 自分の発笥に気をつけるようになった  

5 自分の意見や考えを持っていない劉こ気づいた  

1 毒摘憫らんできて、私が私になった  

メンバー勧誘など、他者への働きかけができるよう  

になってきた（1）  

1 新メンバーの勧誘ができる  
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轟3．ピアが変化した要因  

Ⅰ 出会いと交流（10カード）  Ⅲ 心と心の深いつながり（4カード）  

1 人の心と心がつながりあうこと   

2 人と人との深いつながり   

3 人の変化が人の心が少しずつ何か見えないけど変化さ  
せてきているのではないか   

4 人の心  

1 これまで接してきた人々から刺激やパワ…をもらっているから  

2 ピアのパワーのすごさ！！  

3 世代に変化なく人の意見が開けて、自分の考えと照らしあわすというか、色々  
な考えがあることに気づいたから   

4 イコイパに関わらなかったら出会わなかったであろう人々との出会い  

5 人との出会いの場所。チャンス  

6 人との出会い  

7 色々な人と出会える機会   

8 人との出会い   

9 イコイバを通じて本当に大人と私たち世代の人たちが話したり語ったりできる  

10 今までにない、色々な立場の人がひとつの場所に集まるということ「居場所」  

Ⅳ 自分を振り返る・見つめる時間と空間  
（2カード）  

1 自分自身を振り返る1馴こなっているから  

2 自分を見つめる時間  

Ⅴ 認められている実感（1カード）  

1 亘召められている‥・私は私でいいという実感  

Ⅵ 人のやさしさ（1カード）  
Ⅱ 聞いてくれる雰囲気やルールのもとでの安心した語   

りあい（5カード）  
1 人のやさしさ  

Ⅶ 知 識（1カード）  「誰も自分のことを人には話さない。自分の意見を否定されない」というルー “” 
ルのもとで語るという体験   

1 様々な知餓を得ることができたこと  
周りの人たちが話を開いてくれる雰囲気を作ってくれているので、話を開いて  

2 欲しかった自分に気づくことができたし、また話せるようになった  
Ⅷ 感じる心（1カード）  人と会話することでその人を理解し、本来人はやさしく、自分を受け入れてく  

れるのだと思うから   

自分を客観視できるようになることで自分を知り、それを言葉で他者に伝えら  
れるようになる  

1 とにかく感じる心  

Ⅸ 笑 顔（1カード）  

5 人と話をかわし、意見や思いを聞く機会が多くあること  1 笑 顔  

表4．活動によるピアの変化（発言数） N＝7  

対自分に対する変化   対他者に対する変化   

Ⅰ．自分を好きになってきた（2）   
H．人を見る目が変わり，人を好きになり、  
人に対する信頼感が生まれてきた（4）  

K．人の話を聞きたいと思うようになってき  
感情        J．涙が良く出るようになってきた（3）  

た（2）  

M．色々な人と話すのが楽しくなってきた  

（3）   

B．他人の話をゆっくり真剣に聴く力がつい  
A．自分を振り返る力がついてきた（7）  

てきた（6）  

C．「なぜ」と疑問をもったり，物事を深く  D．他者に対して自分の意見や思いを言える  
考えるようになった（6）   ようになってきた（5）  

態度                  L‥ 心に敏感になってきた（2）   
E‥出会いの大切さがわかり、人と出会う  

（2）  

N．他人の話に共感するようになってきた  

（2）  

P．メンバー勧誘など，他者への働きかけが  

できるようになってきた（1）   

H．人を見る目が変わり，人を好きになり、  
G‥心の痛みや押し殺してきた悩み、不安， 自分が求めていたものが見えてきた4）   ひとに対する信頼感が生まれてきた（再掲）  

（  

（4）  

認識          F．自分の考えや表現能力の不足に気づいて  E‥ 出会いの大切さがわかり、人と出会う  

きた（5）   事に積極的になってきた（最掲5）  

0．自分の存在が自分の中で膨らんできた  
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が説明した内容は以下の通りである。4つの  

活動領域毎に報告する。（アルファベットは  

表2のカード番号を示す）  

2）「変化項目と4つの活動領域の関連」   

調査協力の得られた事例1（23才、活動暦  

6ケ月）、事例2（21才、活動暦6ケ月）の変  

化を図1、図2に示した。関連図ついて2人  
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（1）専門職との協働がもたらした変化  

＜事例1の変化＞   

事例1にとって専門職との協働は、「出会  

いと交流」という要素を持っていた。そして  

その体験の影響は、親や他者に対して積極的  

に出会いを作ったり、自分の意見が言えるよ  

うになるなどの形で広がっていた。  

F：「自分の考えや表現能力の不足」は、同じ立場  

の者同志でいる時は感じなかった。大人と協働で活  

動しだして、いろんな背景や立場の人と話すことで  

気づいた。  

E：いろんな人と出会って話す事で、学びが沢山あ  

ることに気づいてきた。自分が成長できると思うか  

ら、出会いは大切だと思うし、出会いに積極的にな  

ってきた。  

0：大人と話す事で、親が子をどんな風に見ている  

のかわかるし、もしかしたら親も自分と話したいニ  

ーズを持っているのかもしれないと思うようになっ  

た。今までは我とは必要な時に話せばいいと思って  

いたが、イコイバで語ることで分かり合えるという  

ことを実感できたし、これは親子でも同じなんだと  

思えた。   

D：いろんな世代の人と多く接するので、いろんな  

体験をする事で自分の′阻いが確立され、それを人に  

言えるようになってきた。  

＜事例2の変化＞   

事例2にとっても専門職との協働は、事例  

1同様、「出会いと交流」という要素を持っ  

ていた。その結果、親や他者との関係の探ま  

りや広がり、人への信頼、視野の広がりが生  

まれ、将来について考える等の変化が起こっ  

ていた。  

0：親との会話は以前からあったが、この活動をす  

るようになっていっそう増えてきた。  

k：人の話を聴くのは以前から好きだったが、この  

活動で専門職や大人の人の話を聞くようになって  

「これは面白い」と思うようになった。自分が経験し  

ていない事や昔の思い出話、後悔していること…等。  

色々な話を聴く事でその人と近づいた気持ちになれ  

安心する。  

H：話す事で自分が今までもっていたイメージが変  

わる、保健所の人と話が通じない時期があったけど、  

話し合った事で協力し合えることが確認できた。  

E：イコイバができてから自分の考え方、人間関係  

が変化し、気づきが出てきた。以前は一方向からし  

か見れなかったのが、色々な方向で見れるようにな  

って心に余裕が出てきた。  

A：婦長のTさんに「なぜこの仕事についたのか？」と  

聞いたとき、「大変な時もあったけど…」といいな  

がら嬉しそうに話すのを見て、誇りに思える仕事っ  

ていいなって思った。それから、自分は今までこう  

してきたけど、自分のやりたい争って何だろうと考  

えるようになった。いろんなことに自分はどうなの  

かと考えるようになった。  

G：私にとっての不安は就職の挙が一番だった。ま  

だまだ先だから別の所に置いていたが、専門職の話  

を開くことで考えなくてはいけないと思うようにな  

った。福祉職のHさんの話を開くことは楽しみ。  

2）ワークショップがもたらした変化  

＜事例1の変化＞   

事例1にとってのワークショップは、「自  

分を振り返り見つめる事のできる時間と空  

間」で、聞いてくれる雰囲気やルールがある  

ため「安心した語り合いができる場」になっ  

ていた。そこは「やさしさ」や「認められて  

いる実感」、参加者同志の「心と心の疎いつ  

ながり」を感じる場でもあった。その中で事  

例1は涙を流し、深く考えることを覚え、人  

への信頼感や話を聴きたいという欲求が生ま  

れ、新たな自分発見へとつながっていった。  

さらに高校生との関係も楽しくなり、この活  

動に他者を勧誘したいという思いにいたって  

いた。  

J：「涙」がよくでるようになったが、それは人のつ  

らかった事、問題として持っていることを開いた時  

に出る。イコイバではいろんな話を聴くから。親世  
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代の人の意見を聞くと、親のことが考えられるよう  

になってきて、その時も涙が出た。  

D：ワークで考えることを知ったので、日常生活の  

中でもできるようになってきた。それはイコイバと  

いうゆっくりした時間の中だからできたと思う。今  

は、ゆっくりした時間を意識して設けようと思うよ  

うになった。  

H：ルールやテーマがあるワークショップで人の話  

を聴くうちに、「どんな人でもつらい事を経験し今  

にいたるし、最初から嫌な人はおらず、今までの体  

験や育った環境の中で変わってきたんだ」と思うと、  

人をいとおしく思うようになった。  

K：「この人はどういう人生を生きて、どんな考え  

をもっているのだろう？」と、人自体やその人自身  

に興味を持つようになった．それから人の話を聴く  

のが楽しくなり、聴きたいという欲求もでてきた．  

G：語る・聴くを繰り返してきたからこそ自分を揺  

り返れるようになって、深い気持ちが見えてきた。  

P：この活動は、自分が楽しい。聴く辛がいろんな  

成長につながる。つらい悩みを持っている人は特に  

勧誘したい。いろんな立場の人と働くことで学ぶこ  

とが多い。同じ専門職を目指す学生には勧めたい。  

自分の必要性が見出せない人（なにもする事が無い  

人、生きがいが無い人）には、イコイバでは必要と  

される事を伝えたい。  

＜事例2の変化＞   

事例2にとってのワークショップは、事例  

1同様「自分を振り返り見つめる事ができる  

時間と空間」であり「聞いてくれる雰囲気や  

ルールのある安心した語り合いの場」であっ  

た。「感じる心」「人のやさしさ」「みとめら  

れている実感」「心と心の深いつながり」も同  

様に感じていた。事例2に起こった変化も事  

例1同様で、物事を深く考えるようになった  

り、涙をよく流すようになっていた。高校生  

との関係も糸口が見えてきて前向きになって  

いた。事例1が大人との関係の中で感じた表  

現能力の不足を、事例2はワークショップの  

中で感じていた。  

C：この活動が始まった頃はばたばたで、実習も重  

なっていたので疑問をもったりすることは無かっ  

た。でも8月2日のワークショップがきっかけで  

「なぜ」という疑問を持つ事を覚えた。  

M：高校生と話す時、最初は話題をいろいろ考えて  

緊張し、楽しむどころでは無かったが、テレビや芸  

能人の話から入ってもいいという辛がわかってか  

ら、恋の詰もできるようになって楽しくなった。  

J：ワークショップやおならティブ（毎週1回、10月  

から開始した語りの会で、ナラティプからヒントを  

得て付けられた）で、みんないろいろ持っているん  

だということがわかってから一人だけがつらいので  

はなく、それぞれ何かを考え受け止めながら生きて  

いるんだと改めて実感した。ずっと話してきた中で  

「ここでは話しても大丈夫」と感じるようになってか  

ら、泣いていいんだと思うようになった。  

F：自分の感じている部分を言葉に表現して相手に  

伝える事は、なかなかできないことだと感じるよう  

になった。また、伝えるために自分と向き合い自分  

と話さなければいけない事に気づいた。自分の寝所  

をどうしたらカバーし補えるかを考えるようにな  

り、実践に移そうとしている。  

M：共感や受容とは何かがまだわからない。うなず  

く事？聞くこと？その人の立場にたって聞くこと？、  

まだよくわからない。でも自分が話す時の事を考え  

ると、あいずちがあるだけでも話しやすい。あいず  

ちを共感と捉えると、自然とゆっくりできるように   

なっている。   

（3）高枚生等他の来所者との交流（日常  

活動）がもたらした変化  

＜事例1の変化＞   

事例1にとっての高校生との交流ほ笑顔を  

イメージする場であった。その中で事例1は、  

他人の話に共感するカヤゆっくり真剣に聴く  

力がついてきたことを感じていた。事例1に  

とってのワークショップと日常活動の関連  

は、ワークショップで新しい事を学び発見し、  
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日常活動の中でそれを実践するという図式に  

なっていた。  

M：イコイバは毎日開いていて、いろんな人が出入  

りする。そんな環境があるからそこへ行って話す事  

が楽しくなってきた。話したいし聞きたい。  

N：聴く機会が多いからこそ共感する力がついてき  

た。言l順割こなっていると思う。  

B：イコイバというゆっくり語れる場があるから、そ  

こに行くし話を聞く機会も増えた。どんな事が傾聴  

になるのか等考えながら聴くようになった。  

Ⅰ：ワークなどを経験することで振り返ったり、自  

分を客観的に見ることも少しづつ行っていけるよう  

になり、自分を冷静に分析するようになってきた。  

＜事例2の変化＞   

事例2にとっての高校生等来所者との交流  

は、認められている実感や心と心の深いつな  

がりを感じる場であった。その中で事例2は、  

他者に対して自分の意見を言えるようになっ  

たり、他人の話を聞く力がついてきたと感じ  

ていた。  

D：今まで自分の気持ちなど言わなかったが、10月  

噴から言っていいと思えるようになってきた。きっ  

かけは実習が終りみんなと話す時間ができた時、み  

んなが家のことなんかを話すのを聞いて。全てでは  

ないけれど言ってもいいと思える事が出てきた。  

B：イコイバがきっかけになって、イコイバの外で  

も友人とじっくり話せるようになった。   

（4）学習・研修活動がもたらした変化  

＜事例1の変化＞   

事例1は、ピア・カウンセリングや居場所  

作りに関する外部研修に参加し、文献学習等  

で自己学習を展開していた。しかし、そのこ  

とがもたらした変化は特にあげられなかっ  

た。  

＜事例2の変化＞   

事例2は、前期に行っていた学習会をあげ  

た。事例2ほそこでの知らなかったことが知  

れる楽しさを報告したが、変化のカードは特  

にあげられなかった。  

5。考 察   

半年間のピア活動によるピアの変化から明  

らかになったことは、この活動が「対自分に  

対する変化」と「対他者に対する変化」をピ  

アにもたらしたことだ。対自分に対する変化  

で多かったものは、「振り返る力」「疑問を持  

ち深く考える力」であった。このように自己  

に注意が向かっている状態をフユニグステイ  

ンは自己意識（自意識）といい、特に自己の内  

的感情や思考への関心を私的自意識と名付け  

ている10）。人が事態や時間を超えて態度を一  

貫するには、日頃から自分なりの意見や態度  

を自分の中で明確にしておく必要があり、私  

的自意識の高い人は自己の内面に注意を向け  

やすいので一貫した態度が期待できるといわ  

れている11）。よって、今回のピアが変化とし  

て上げた「振り返る力」や「疑問を持ち探く考  

える力」の向上は、氾濫する情報や他者の意  

見に流されない一貫した態度の育成に役立つ  

と思われる。   

それでは何が私的自意識の育成に役立った  

かを2名のピアのインタビューから見ると、  

「振り返る力」や「疑問を持ち深く考える力」  

は、ワークショップや大人との協働の中で磨  

かれていた。特にワークショップは面接調査  

をした2人の中で、「自分を振り返り見つめ  

る時間と空間」として位置付けられていた。  

シャイアーらは聴き手のアイコンタクトが、  

話し手に他者の存在を明確に意識させ自己意  

識を活性化させることを報告しているが12）、  

ワークショップは聴き手のルールとして、否  

定しないでうなずきながら温かなまなざしで  

聴くことをルールにしているため、そのこと  

が彼らの私的自意識を高めた可能性がある。  

また、秘密保持を原則に時間を決めてお互い  

に話をするため、ワークショップの中のテー  
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マに対する自分の意見や感情が他者と比較し  

て明確になり、疑問が出たり深く考えたりす  

るものと思われる。自己開示はカタルシス機  

能にとどまらず自己明確化の機能を持つとい  

われるが－3）、ワークショップでは自分一人が  

自己開示するのではなく2人で行ったりグル  

ープで行ったりするため、自己を開示しやす  

く、その繰り返しが態度を形成していくと思  

われる。事例1の「語る・聴くを繰り返したか  

らこそ自分を振り返れるようになって探い気  

持ちが見えてきた」という発言が示す通り、  

ルールを決めて時間を分かち合い語る・聴く  

を行うワークショップ体験は、若者の私的自  

意識を育成するために有効な方法と言えよ  

う。   

対他者の変化を見ると、感情・態度・認識と  

も他者との関係を築く上で前向きな変化があ  

げられていた。具体的には「聴く力」「意見や  

思いを言う力」「出会いへの積極的態度」等の  

変化である。面接をした二人を見ると、それ  

らの力はいずれも専門職との協働、高校生と  

の日常活動の中で磨かれており、専門職との  

協働の特徴としてあげられた「出会いと交流」  

は、ピアの変化を引き起こした最も大きな要  

因であった。専門職との出会いと交流がもた  

らしたものは、「自分の考えや表現能力の不  

足」「学び、成長できるという実感」「自分の経  

験していないこと」等が上げられ、それは同  

年代の中では得られなかった現在と未来を結  

びつけて自分を考える機会の提供をしていた  

と思われる。田中は、子ども・若者の居場所  

を「他者とのかかわりの中で自分の位置と将  

来の方向性を確認できる場」－4）と定義してい  

るが、ピアがイコイバ活動に積極的に参加す  

る背景に専門職の存在が大きな位置を占めて  

いることが伺える。   

2人にとっての高校生との日常活動を見る  

と、学習や発見したことを実践したり、頭で  

理解したことを実体験する場として位置づけ  

ていることがわかった。事例1は「ワークシ  

ョップで感じた事を実践する場所」「どんな  

ことが傾聴になるか等考えながら聞いてい  

る」と述べており、事例2も「言わなかった  

ことを言うようになってきた」と述べていた。  

2人の発言から、彼らが他人の話をゆっくり  

真剣に聴いたり、自己を開示することを学び  

つつあることが伺えた。ピアの姿勢はイコイ  

バが高校生達の居場所になるための重要な条  

件である。年齢が近ければピアかというと決  

してそうではない。自分の思春期と今の自分  

自身とを十分に振り返る力を持ち高校生が抱  

える問題に心から共感してこそ始めてピアと  

いえよう。それは教えられてできるものでは  

なく、知識と体験を結びつけながら私的自意  

識を探めていく過程の中で身に着いていくも  

のと思われる。   

イコイバ活動の深まりとともに高校生が抱  

える問題は今後少しづつ表面化してくると思  

われるが、ピアがどのように思春期の子ども  

連の成長を支えていくか、そのために専門職  

はどのような環境を整え支援するかは常に省  

察していく必要がある。そのためには、ピア  

が専門職との関わりの中で自分の未来と現在  

の位置を確認しているように、高校生はどの  

ような変化を起こし、そこにピアがどのよう  

な役割を果たしたかを明らかにする必要があ  

る。次の課題としたい。   

学習・研修活動は、知識を入れる場にはな  

っていたが変化カー ドは見られなかった。  

薬物・性感染症の拡大のみならず、思春期の  

子ども達を取り囲む社会、巻き込まれやすい  

問題は多岐に渡っている。イコイバがどのよ  

うな若者をも受け入れていくためには、社会  

で起こっている問題の情報提供や学習の機会  

を積極的に行っていくことは大人側の課題と  

思われる。  
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6．結 論   

看護専門職との協働による思春期の若者の  

ための居場所作りに参加した7名のピアの、  

活動開始半年間の変化とその要因を、4つの  

活動領域との関連から明らかにした。その結  

果、以下の事が明らかになった。  

1）ピアの変化ほ対自己に対する変化と対他  

者に対する変化に分けられた。  

2）対自己に対する変化は「自分を振り返る  

力」「疑問を持ち深く考える力」に、対他  

者に対する変化は「聴く力」「言う力」   

「出会いへの積極性」に見られた。  

3）それらの変化をもたらした要因で多かっ  

たものは、「出会いと交流」「聴いてくれ  

る雰囲気やルールのもとでの安心した語  

り合い」「心と心の深いつながり」であっ  

た。  

4）活動領域別に見ると、専門職との協働は  

ピアが現在と未来を結びつけて考える機  

会として、ワークショップはピアが自分  

を見つめる時間と空間として、高校生と  

の日常活動は、学び発見した事を実践す  

る場として作用していた。  

5）以上のことから、イコイバのピアが活動  

がもたらす「自分を振り返る時空間」や   

「大人との出会いと交流」「学びと実践す  

る機会の提供」は、若者の内面を広げ、   

対人能力を変化させ、未来への方向性を  

確認できる活動である事が示唆された。  
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SevemPeeァs’ch紬geandits謬見ぬどS  

耳nYoⅥthG認払eぞingSp盈CeBⅥi量ding鮎ppのどtedbyAdults  

Mari施USAGA SeikoM耳YAM¢甘0甘amiko甘AⅣOUE  

HitomiHAGIWARA CbiekoVODA Hisal忘ONAHA毘A  

Abstract  

Ikoiba，ayOuthhealthcenter，locatedindown townoftheAriake areainKumamoto  

Pl・efbcture，hasbeenofferingahleespacefortheadolescentssince2003、Wheretheycanmeet  

PeOPle，OrSOmetimesparticlpateinworkshopsandstudymeetingtogetusefulinformation  

andtoraiseself－aWareneSS．  

Thispaperaimstoanalyzethepastsixmonthactivitiesofsevenstudentsaspeercounselors  

inlkoibaand toclaI・ifytherelationshipbetweentheirchangesanditsfactors，andtoget  

PerSPeCtivesaboutthefuturehealthpromotionfortheadolescents．  

ThroughtheinterviewsulVeyuSlngCardsabouteachpeer，sself－eValuation，itwasclarified  

howfourspecificfunctionareasofIkoibarelatetothepeersttldents，changesanditsfactors・   

Asaresult，theirchangeswerecategorizedintotwotypes；OneisintractivechangeagalnSt  

themselves，andtheotherisinteractivechangeagalnStOtherpeople．Theformerincludesself－  

reflectionskillandcriticalthinkingskillandthelatterincludeslistenlngSkill，eXPreSSlngSkill  

andthepositiveattitudetomeetotherpeople．Thefactorsofsuchchangesal．ethoughttobe  

“meetingandexchanglng”，“talkingtogetherunderthesafeatmospherewiththerulesof  

listenlng，＝‘deepcommunicationfromtheheart”   

Co－OPerationwiththenurses madeIkoibaaspaceformeetingandexchanglng，and  

facilitatedpeerstothinkoftheirpresentandtheirfuture．Workshopsfunctionedasan  

OPPOrtunitytotalktogetherwithoutfbarunderasafbatmospherewithrt11esoflistenlng．It  

alsoofftredthemtimeandspacetoraiseself－aWareneSS．Counselingactivityforthesenior  

highstudentsbecameanopportunityforthepeel・stoPutintoactionwhattheyalreadylearned  

andfoundinIkoiba．   

SuchresultssuggestusthatyouthgatheringspacebuildinglnCOOPerationwithadults  

facilitatedpeerstoexpandfheirinnel・mind，gl・owtheirhumanrelationshipbuildingskilland  

tothinkoftheil・futurelife．  

KeywoTds：COOperationwithyouthand adult，eStablishedforthegatheringplace，Peer  

COunSeling，Changlngforthemselvesandchanglngforothers．  
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